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主な施策に関する補足（次回策定委員会に向けて） 

 

 

○ 第 1 回検討委員会では、廃棄物行政を取り巻く近年の動向として、国際的な動向である

SDGs のほか、「食品ロス削減推進法」「プラスチック資源循環促進法」といった新たな法

律が制定されたことを取り上げました。（第 1回策定委員会資料 2） 

○ また、調布市廃棄物減量及び再利用促進審議会では、昨年 11 月の建議「さらなるごみの

減量・資源化の推進について」の中で、「プラスチック類」「食品ロス」「枝・草・葉」「古

紙類」の減量や資源化について提言がなされました。（第 2回策定委員会資料 4） 

○ 本資料では、資料 2－2に整理した主な施策・取組の中から、上記に関連する情報を補足

します。 

○ なお、審議会の建議では、令和 2 年度の組成分析調査等に基づき、プラスチック類や食

品ロスなどがごみにどの位排出されているかを推計しています。（下図） 

 

図 令和 2年度 ごみの中の食品ロス、プラスチック類等の排出量（推計） 
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束で出されているものも含めると枝・草・葉排出量は約2,500トンと推定される。
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1. プラスチック類の発生・排出抑制の関連事項 

(1) 審議会の建議 

○ 令和 3年 11 月に調布市廃棄物減量及び再利用促進審議会から市に提出された建議

（以下、「建議」という。）にて、「暮らしの中のプラスチックごみ削減」が提言さ

れました。 

(2) プラスチック資源循環促進法の施行 

○ この 4月から「プラスチック資源循環促進法」が施行され、事業者は以下の 12 品

目の「使い捨てプラスチック」について、使用を合理化し削減することが求められ

ています。（下部「補足資料」参照） 

 

［使用の合理化・削減が求められるプラスチック製品］ 

・フォーク   ・くし 

・スプーン   ・カミソリ 

・ナイフ   ・シャワー用キャップ 

・マドラー   ・歯ブラシ 

・ストロー   ・ハンガー 

・ヘアブラシ   ・衣類用カバー 

 

2. 食品ロスの削減の関連事項 

(1) 食品ロス排出の現状 

○ 令和 2年度の組成分析調査によると，可燃ごみの中には 9.7%の食品ロスが含まれ

ています。令和 2年度の可燃ごみ量に掛け合わせると、年間約 2,750 トンの排出量

に相当します。 

(2) 審議会の建議 

○ 建議で、 

・家庭でのリデュース（食品ロス削減キャンペーン、フードドライブの実施など） 

・事業所でのリデュース（食品ロス削減に取り組む店舗の支援など） 

・社会福祉協議会、消団連、フードバンク団体等と連携した未利用食品の有効利用 

を提言しています。 
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(3) 食品ロス削減推進法の施行 

○ 令和元（2019）年 10 月に施行された法律で、国民運動として食品ロス削減を進め

るため、各主体が果たすべき役割を定めています。 

 

 

3. プラスチックの資源化の関連事項 

(1) プラスチックごみ排出の現状 

○ 令和 2年度の組成分析調査によると，容器包装プラスチックが 4.4％，製品プラス

チックが 1.3％含まれており，年間約 1,630 トンのプラスチック類が可燃ごみに排

出されている推計となります。 

 

(2) 審議会の建議 

○ 令和 3年 10 月の建議で、「現在の容器包装プラスチックのさらなる分別徹底」に

よる資源化の推進について提言しています。 

 

(3) プラスチック資源循環促進法の施行 

○ 「容器包装プラスチック」と「製品プラスチック」を合わせて分別収集・資源化

することが可能な仕組みを導入しています。 

 

 

［プラスチック資源循環促進法のイメージ］ 
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4. 枝・草・葉や生ごみの資源化の関連事項 

(1) 枝・草・葉の排出の現状 

○ 令和 2年度の組成分析調査によると、枝・草・葉類は推定で年間約 2,500 トンが排

出されています。その内チッパー車によりチップ化・再利用されているものは全体

の 2％（約 50 トン）です。 

 

(2) 審議会の建議 

○ 建議では、多摩地域で民間委託による資源化を実施している事例（武蔵野市や小金

井市、西東京市）などがあることから、費用対効果やエネルギーバランスなど総合

的な見地から資源化のあり方について検討することが提言されています。 

○ 併せて、チッパー車による剪定枝チップ化事業における利用者による自己有効利用

の促進及び草葉における自己有効利用の方法の模索についても提言がなされまし

た。 

 

5. 古紙類の分別徹底と分別品質の向上 

(1) 審議会の建議 

○ 建議では、古紙類の資源化促進に向けた集団回収や店頭回収の利用促進が提言され

ています。 

○ また、古紙の安定的なリサイクルのために一層の品質確保が求められるため、「雑

がみ」の分別などについてきめ細かな情報発信、広報・PR を行うことも提言して

います。 
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補足資料 1「プラスチックの資源循環の促進等に関する法律」 
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 補足資料 2「サーキュラーエコノミー（ＣＥ）」 


